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大
空
へ

平成３０年１２月⑴

　

10
月
25
日
～
28
日
、
戸

田
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
（
埼
玉
県

戸
田
市
）
で
開
催
さ
れ
た

第
96
回
全
日
本
選
手
権
大

会
で
、
鹿
屋
体
育
大
学
漕

艇
部
の
四
方
美
咲
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
2
年
）

と
谷
口
智
佳
子
さ
ん
（
同

1
年
）
が
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル
に
出
場
し
、
見
事
準
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
漕
艇
部
女
子
ダ
ブ
ル

ス
カ
ル
で
の
同
大
会
に
お

け
る
入
賞
は
、
１
９
９
３
年

の
優
勝
、
２
０
０
４
年
の
6

位
以
来
14
年
ぶ
り
の
快
挙

　

車
中
の
過
ご
し
方
は
人
そ

れ
ぞ
れ
か
と
思
う
が
、
車
に

乗
っ
て
い
る
と
き
、
物
思
い
に

耽
る
と
い
う
方
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
私
は
好
き
な
音
楽

や
ラ
ジ
オ
を
か
け
、リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い

る
と
、
色
々
な
こ
と
が
頭
に
浮

か
ん
で
く
る
。
と
り
と
め
の

な
い
こ
と
を
考
え
る
中
で
、
と

き
ど
き
「
か
つ
て
の
自
分
」
が

「
今
の
自
分
」
を
見
て
ど
う
思

う
か
を
考
え
て
し
ま
う
▼
実

家
に
「
20
歳
の
自
分
へ
の
手

紙
」
が
残
っ
て
い
る
。
小
学
校

の
授
業
で
書
い
た
も
の
で
、
20

歳
を
迎
え
る
年
に
当
時
の
担

任
か
ら
届
い
た
。
文
面
に
よ

れ
ば
、
小
学
生
の
私
に
は
憧

れ
の
職
業
が
あ
り
、
大
学
に

就
職
す
る
と
い
う
未
来
は
無

か
っ
た
よ
う
だ
。
手
紙
に
は
、

他
に
も
綺
麗
な
理
想
が
た
く

さ
ん
書
か
れ
て
い
て
そ
の
頃

の
私
は
随
分
華
や
か
な
暮
ら

し
が
し
た
か
っ
た
ら
し
い
▼
子

供
の
頃
は
自
分
が
車
を
運
転

す
る
な
ん
て
と
て
も
想
像
で

き
な
か
っ
た
。
今
の
私
が
運
転

好
き
、
旅
行
好
き
に
な
っ
た

原
因
の
一
つ
は
間
違
い
な
く
父

だ
。
我
が
家
で
家
族
旅
行
と

い
え
ば
い
つ
も
車
。
父
が
ハ
ン

ド
ル
を
握
り
、
私
は
い
つ
も
助

手
席
に
座
っ
て
い
た
も
の
だ

が
、
今
で
は
自
分
で
運
転
す

る
よ
う
に
な
り
、
時
折
父
が

助
手
席
に
座
っ
て
い
る
。「
年

取
っ
た
な
」
と
思
う
瞬
間
で

あ
る
▼
子
供
の
頃
描
い
た
夢

は
大
半
が
叶
わ
な
か
っ
た
。

今
の
私
を
見
た
ら
、が
っ
か
り

す
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る

だ
ろ
う
。
た
だ
、
大
人
に
な
っ

て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
多
い
。
か
つ
て
の
私
は
納
得

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、そ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
の

で
あ
る（
Ｋ
・
Ｔ
）

で
す
。

　

今
年
9
月
の
イ
ン
カ
レ

後
に
新
し
く
組
ん
だ
ペ
ア

で
、
約
1
か
月
の
短
期
集

中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
迎
え

た
今
回
の
全
日
本
選
手
権

で
し
た
が
、
本
番
で
は
二
人

の
息
が
ピ
ッ
タ
リ
あ
い
相

乗
効
果
が
う
ま
れ
、
国
内

シ
ニ
ア
レ
ー
ス
で
は
大
学

入
学
後
初
の
表
彰
台
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
決
勝

レ
ー
ス
で
は
百
戦
錬
磨
の

日
本
代
表
経
験
も
あ
る
優

勝
チ
ー
ム
と
の
レ
ー
ス
を
経

験
で
き
、
新
し
い
ペ
ア
と
し

て
の
弱
点
や
課
題
が
明
確

と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
後
二
人
は
、
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
全

日
本
ク
ラ
ス
大
会
で
の
優

勝
や
日
本
代
表
入
り
を
目

指
し
て
頑
張
り
た
い
と
意

欲
を
み
せ
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、
28
日
に
開
催

さ
れ
た
第
31
回
日
本
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
科
学
会
大
会
（
於
：

東
海
学
園
大
学
三
好
キ
ャ
ン

パ
ス
）
に
お
い
て
、
鹿
屋
体

育
大
学
修
士
課
程
（
体
育
学

研
究
科
体
育
学
専
攻
）
２
年

の
大
和
谷
健
太
さ
ん
が
発
表

し
た
「
高
強
度
持
続
的
お
よ

び
間
欠
的
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
１
分
程
度
で
終
了
す
る

運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
与

え
る
効
果
」
が
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
は
大
和

谷
さ
ん
の
ほ
か
、
柏

木
涼
吾
さ
ん
、
岩
下

幸
平
さ
ん
、
小
原
侑

己
さ
ん
の
学
生
４
名

（
４
名
と
も
同
２

年
）
が
授
業
の
一
環

と
し
て
取
り
組
ん
だ

実
験
で
、
昨
年
同
学

会
賞
を
受
賞
し
た
大

和
谷
さ
ん
の
研
究
発

表
を
基
に
、
自
分
た

ち
や
多
数
の
後
輩
方

の
協
力
を
得
て
、
２

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
10

月
か
ら
後
期
授
業
が
開
始

さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
室
で
は
様
々
な
セ
ミ

ナ
ー
や
各
学
年
に
応
じ
た

就
職
支
援
行
事
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一

つ
と
し
て
、
10
月
27
日
・

28
日
に
「
第
１
回
就
職
塾
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
就
職
塾
は
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

就
職
活
動
の
み
な
ら
ず
、

卒
業
後
の
働
き
方
に
お
い

て
も
“
気
づ
き
”
を
得
る

貴
重
な
機
会
と
し
て
、
大

変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

今
回
も
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
斉
藤
淳

郎
氏
を
講
師
に
招
き
、
自

己
分
析
、
履
歴
書
作
成
の

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、

毎
年
10
月
に
大
学
院
体
育

学
研
究
科
修
士
課
程
２
年

次
の
学
生
を
対
象
に
中
間

発
表
会
を
、
博
士
後
期
課

程
及
び
３
年
制
博
士
課
程

の
学
生
を
対
象
に
論
文
指

導
研
究
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

中
間
発
表
会
は
、
論
文

の
出
来
栄
え
を
早
期
に
評

価
し
、
質
の
高
い
論
文
の

作
成
を
促
す
と
と
も
に
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

ポ
ス
タ
ー
展
示
を
10
月
9

日
～
31
日
、
口
頭
発
表
を

10
月
15
日
～
17
日
と
19
日

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

論
文
指
導
研
究
会
は
、

学
位
論
文
の
作
成
に
向
け

て
、
学
生
の
研
究
に
関
し

ポ
イ
ン
ト
、
個
別
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
面
接
・
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
実

践
等
を
通
じ
、
学
生
自
ら

の
経
験
や
強
み
を
ど
の
よ

う
に
具
体
化
す
る
の
か
と

い
っ
た
内
容
の
講
座
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
昨
年
度

参
加
し
た
４
年
生
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
る
自
己

分
析
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
等
を
取
り
入
れ
な
が
ら

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
受
講

し
た
学
生
か
ら
は
「
自
分

自
身
を
考
え
直
す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。」「
就
職
活

動
に
真
剣
に
取
り
組
も
う

と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ

た
。」
な
ど
と
い
っ
た
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

て
助
言
し
、
き
め
細
や
か

な
研
究
指
導
や
、研
究
テ
ー

マ
・
研
究
計
画
を
具
体
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

口
頭
発
表
を
10
月
29
日
～

31
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
教
員
や
学
生
が

聴
講
す
る
中
、
発
表
者
は

自
身
の
研
究
の
目
的
、
方

法
、
結
果
及
び
考
察
等
に

つ
い
て
口
頭
発
表
を
行
い
、

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

活
発
な
質
問
や
助
言
等
が

あ
り
、
発
表
者
に
と
っ
て

幅
広
い
視
点
で
研
究
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
発
表
し
た
学
生
は

今
後
、
学
位
の
取
得
を
目

指
し
、
研
究
を
さ
ら
に
進

め
、
学
位
論
文
を
提
出
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

全
日
本
選
手
権
で
銀
メ
ダ
ル
！

漕
艇
部
　
四
方
さ
ん
、谷
口
さ
ん
ペ
ア

第
１
回
就
職
塾
を
開
催

笑顔でメダルを手にする四方さん（左）と谷口さん

博士後期課程論文指導研究会の様子 模擬面接の様子

第31回
日本トレーニング
科学会
奨励賞受賞

種
類
の
高
強
度
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
実
施
し
比
較
、
そ
の
結

果
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
ど

う
活
か
せ
る
か
に
つ
い
て
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
授
業
担

当
教
員
で
大
和
谷
さ
ん
の
指

導
教
員
で
も
あ
る
荻
田
太
教

授
は
、
「
授
業
の
履
修
生
が

自
主
的
に
企
画
、
協
力
し
、

学
会
で
発
表
・
受
賞
す
る
程

の
成
果
を
出
し
た
こ
と
が
何

よ
り
素
晴
ら
し
い
」
と
賞
賛

し
ま
し
た
。

　

後
日
行
っ
た
受
賞
報
告
で

松
下
雅
雄
学
長
は
、
「
今
後

の
研
究
を
大
い
に
期
待
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
授
業
か
ら

発
展
し
た
成
果
で
受
賞
し
た

こ
と
を
将
来
活
か
し
て
欲
し

い
」
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、

大
和
谷
さ
ん
の
副
指
導
教
員

で
共
同
研
究
者
で
も
あ
る
與

谷
謙
吾
講
師
は
、
「
連
続
受

賞
か
ら
生
ま
れ
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
負
け
な
い
活
躍
を

今
後
更
に
期
待
し
た
い
」
と

若
い
研
究
者
た
ち
へ
の
激
励

の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

　

大
和
谷
さ
ん
ら
学
生
は
、

「
仲
間
と
受
賞
で
き
た
こ
と

は
と
て
も
嬉
し
い
。
受
賞
は

狙
っ
て
と
れ
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、
真
面
目
に
努
力
し

た
結
果
の
幸
運
だ
と
考
え

る
。
こ
れ
か
ら
も
コ
ツ
コ
ツ

と
精
進
し
ま
す
」
と
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

学長報告にて(向かって左から)
與谷講師、荻田教授、松下学長、
大和谷さん、岩下さん、柏木さん

修
士
論
文
中
間
発
表
会
並
び
に
博

士
後
期
課
程
及
び
３
年
制
博
士
課

程
論
文
指
導
研
究
会
を
実
施
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松田丈志氏を囲んで

　

終
了
後
は
、
参
加
者
か

ら
、
「
今
後
引
き
続
き
地
域

の
介
護
予
防
の
た
め
に
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
」
と
の
声

が
あ
が
り
、
同
セ
ン
タ
ー
と

竜
郷
町
が
協
力
し
て
普
及
活

動
を
計
画
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
飯
塚
翔
太
選
手
が

Ｓ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
で
測
定
を
実
施

楽しくスクエアステップを行う様子 測定後のフィーッドバックの様子

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
実
践
セ
ン
タ
ー
の

出
前
講
座
を
実
施

　

鹿
屋
体
育
大
学
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
実
践
セ
ン
タ
ー
の
主

催
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る

「
健
康
づ
く
り
教
室
出
前
講

座
（
健
康
づ
く
り
キ
ャ
ラ
バ

ン
）
」
が
、
10
月
12
日
に
大

島
郡
龍
郷
町
の
り
ゅ
う
が
く

館
（
中
央
公
民
館
）
の
講
堂

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
龍
郷
町
の
高
齢

者
運
動
サ
ロ
ン
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
“
世
話
焼
き
さ
ん
”

を
対
象
に
「
歩
く
脳
ト
レ
運

動
で
介
護
予
防
～
ス
ク
エ
ア

ス
テ
ッ
プ
」
と
題
し
、
中
垣

内
真
樹
教
授
が
講
義
と
実
技

を
交
え
て
開
講
。
当
日
は
、

地
域
住
民
，
龍
郷
町
の
ス

タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
60
名
余
り

が
参
加
し
、
講
義
・
実
技
と

も
参
加
者
の
笑
顔
が
絶
え
な

い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｐ
セ

ン
タ
ー
と
い
う
）
に
て
飯
塚

翔
太
選
手
（
ミ
ズ
ノ
、
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
4
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
銀

メ
ダ
リ
ス
ト
）
が
動
作
分
析

を
行
い
ま
し
た
。

　

飯
塚
選
手
が
Ｓ
Ｐ
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
た
の
は
今
回
で

5
回
目
。
Ｓ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
が

備
え
る
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト

や
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
な

ど
の
最
先
端
測
定
機
器
を
用

い
た
動
作
分
析
を
行
い
、
同

大
学
非
常
勤
研
究
員
で
あ
る

松
尾
彰
文
研
究
員
ら
と
の
測

定
・
分
析
結
果
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
か
ら
理
想
の
フ
ォ
ー

ム
な
ど
を
追
及
す
る
こ
と
が

蒼
天
祭2018 

大
盛
況
!!

た
る
「
ビ
ン
ゴ
大
会
」
「
歌

う
ま
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
い
っ

た
毎
年
恒
例
の
企
画
に
加

え
、
「
ダ
ン
ス
部
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
」
「
体
操
競
技
部
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
「
長
島
未

央
子
講
師
に
よ
る
食
に
関
す

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
と
い
っ

た
企
画
な
ど
が
行
わ
れ
、
会

場
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
日
に
は
競
泳
オ

リ
ン
ピ
ア
ン
の
松
田
丈
志
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
「
強
く

な
る
た
め
に
大
切
に
し
て
き

た
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
開
催
。
4
回
も

出
場
し
て
き
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
体
験
談
、
同
大
学
の

屋
内
実
験
プ
ー
ル
で
定
期
的

SPセンター体験の様子

多くの来客で賑わった構内

キッズで賑わうイベント

破魔投げ大会の様子

主
な
目
的
と
な
っ
て
ま
す
。

　

ま
た
、
飯
塚
選
手
の
測
定

に
協
力
し
た
学
生
ら
も
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
走
り
を
目

の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
て
も
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

に
継
続
し
て
行
っ
て
き
た
測

定
の
こ
と
や
日
常
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
等
に
つ
い
て
語
ら

れ
、
集
ま
っ
た
多
く
の
観
客

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
最

後
に
設
け
ら
れ
た
質
問
コ
ー

ナ
ー
で
は
同
大
学
の
学
生
や

一
般
市
民
か
ら
次
々
と
質
問

が
寄
せ
ら
れ
る
と
、
貴
重
な

自
身
の
経
験
を
交
え
丁
寧
に

答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

4
日
に
は
今
年
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
多
く
の
模
擬
店
が

出
店
し
、
学
生
や
一
般
市
民

で
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
賑
わ
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
学
開
放
事
業

と
し
て
、
「
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
セ
ン

タ
ー
見
学
・
体
験
ツ
ア
ー
」

や
「
学
長
杯
破
魔
投
げ
大

会
」
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
『
ボ
ッ
チ
ャ
』
の
体
験

会
」
「
研
究
成
果
パ
ネ
ル
展

示
」
等
の
多
様
な
企
画
で
、

今
年
も
来
場
し
た
方
々
を
飽

き
さ
せ
な
い
蒼
天
祭
と
な
り

ま
し
た
。

　

11
月
3
日
、
４
日
の
2
日

間
、
鹿
屋
体
育
大
学
の
学
園

祭
「
蒼
天
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
両
日
と
も
晴
天
に

恵
ま
れ
、
文
字
通
り
の
「
蒼

天
祭
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
＃
食　

＃
魅
力

　

＃
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
、

蒼
天
祭
名
物
「
マ
ッ
ス
ル
コ

ン
テ
ス
ト
」
豪
華
景
品
が
当

トークショーで
笑顔で答える長島先生

鹿屋女子高×体育大ダンス部コラボで！
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白熱のゲーム

練
習
試
合
で
は
、
受
付
時
間

の
前
か
ら
多
く
の
観
客
が
集

ま
り
、
配
布
さ
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
タ
オ
ル
や
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
ル
ー
ン
を
使
い
な
が
ら
野

球
部
員
の
音
頭
と
一
体
と

な
っ
て
大
き
な
声
援
を
送
り

ま
し
た
。
試
合
は
同
大
学
が

8
回
ま
で
９

－

０
で
リ
ー

ド
、
9
回
表
に
2
本
の
ホ
ー

ム
ラ
ン
で
8
失
点
を
許
し
ま

し
た
が
、
リ
ー
ド
を
守
り
切

り
９

－

８
で
勝
利
し
ま
し

　こんにちは！鹿屋体育大学なぎなた部です。な
ぎなた部は現在、4年生１人、３年生２人、２年生
２人、１年生２人で活動しております。
　私達は、日頃の稽古のメニューや部活動の庶務、
遠征の計画など全て学生主体で行っています。特
に稽古のメニューは全員で意見を出し合い、この
チームに足りないもの、またこのチームの強みな
どを先輩後輩関係なく話し合いながら決めていま
す。稽古中もご指導してくださる先生がいないた
めお互いにアドバイスをしながら意識を高め合い、
切磋琢磨しながら目標達成に向けて日々努力して
います。
　今年の８月に行われた第 57回全日本学生なぎな
た選手権大会では団体の部で準優勝、春山りんか
が１年生ながらにして個人の部で優勝することが
できました。

　大会に向けて全員でレベルアップをし、今回は
「考える稽古」を実践して来ました。稽古のメニュー
を組み立てる際も１つ１つのメニューの意味や試
合内での実践できる場面などを深く考え、また、
試合中にも練習したことを１００％出せるように試
行錯誤しながら稽古することを心掛けました。よっ
て、大会では１人ひとりが最大限の力を出すこと
ができ良い結果で終える事が出来ました。
　今後の目標としては私達が一番重点をおいてい
る全日本学生なぎなた選手権大会で団体の部、個
人の部、演技の部をすべて優勝し、3冠を獲得す
ることです。1人ひとりの競技レベルは高いと思い
ますが、大会ではいつも僅差での粘り勝ちになっ
ているのが現状です。
　今後は、更に技術の向上とメンタル面の強化を
図りながら頑張りたいと思います。なぎなた部

課外活動団体紹介

　

10
月
14
日
と
21
日
、

鹿
屋
体
育
大
学
でB

lu
e 

W
in

d
s p

re
se

n
ts 

2018

カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ

デ
イ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
日
本
版
Ｎ
Ｃ
Ａ

Ａ
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
モ
デ

ル
』
」
の
取
り
組
み
の
一
つ

で
、
同
大
学
の
施
設
を
使
用

し
て
大
学
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う

こ
と
で
、
市
民
が
気
軽
に
大

学
を
訪
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を

「
み
る
」
こ
と
と
、
学
生
を

応
援
し
「
さ
さ
え
る
」
こ
と

両
方
の
活
動
機
会
を
確
保
し

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
。
2
日

間
で
約
１
２
０
０
人
に
の

ぼ
っ
た
観
客
に
は
、B

lu
e 

W
in

d
s

オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ

ル
が
無
料
配
布
さ
れ
ま
し

た
。

　

14
日
に
行
わ
れ
た
野
球
の

同
大
学
対
第
一
工
業
大
学
の

大好評だったプレミアムゾーンでの解説

ゴール下の攻防

“
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
”
開
催

た
。
野
球
観
戦
で
特
に
観
客

が
集
ま
っ
た
の
が
プ
レ
ミ
ア

ム
ゾ
ー
ン
。
同
大
学
野
球
部

部
長
の
前
田
明
教
授
と
Ｍ
Ｂ

Ｃ
南
日
本
放
送
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
松
木
圭
介
氏
に
よ
る

実
況
・
解
説
を
試
合
進
行
に

合
わ
せ
て
行
い
、
時
に
特
設

ボ
ー
ド
を
使
っ
た
解
説
な
ど

は
、
野
球
に
詳
し
く
な
い
方

で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

21
日
は
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
九
州
リ
ー
グ
戦
が
行

わ
れ
、
同
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
、
女
子
は
西
南

女
学
院
大
学
、
男
子
は
九
州

共
立
大
学
と
対
戦
し
ま
し

た
。
こ
の
日
も
配
布
さ
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
や
ス

テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
が
応
援

に
花
を
添
え
、
シ
ュ
ー
ト
や

ブ
ロ
ッ
ク
が
決
ま
る
た
び
に

観
客
席
か
ら
は
大
き
な
歓
声

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
試

合
は
、
男
女
と
も
に
シ
ュ
ー

ト
が
思
う
よ
う
に
決
ま
ら
ず

苦
し
い
展
開
が
続
き
惜
し
く

も
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
ス

ポ
ー
ツ
デ
イ
に
は
、
「
さ
さ

え
る
」
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
両
日
と
も

に
試
合
の
途
中
で
鹿
屋
女
子

高
校
ダ
ン
ス
部
と
同
大
学
ダ

ン
ス
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を

一
層
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。

応援に花を添えたチアダンス

賑わった構内会場が一体となった応援
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あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
す

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国
際

交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
11
月
号
の
3
面
記
事「
短

期
留
学
の
た
め
の
体
験
研
修
in
台
湾
」

に
お
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
左

記
の
よ
う
に
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

（
正
）
邱　

炳
坤 

学
長

（
誤
）
炳
坤　

学
長

事
務
局
か
ら

お
詫
び

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平
成
元
年
四

月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年
会
費
（
寄
付
金
）
は

一
口
企
業
三
万
円
、
個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に
対
す
る
年
会
費
（
寄

付
金
）
に
つ
き
ま
し
て
は
税
法
上
の
優
遇
措
置

が
あ
り
、
二
千
円
を
超
え
る
ご
寄
付
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ
い
て
所
得
税
の

寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は
現
金
で
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融
機
関
へ
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行　

鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

関
係
各
位
の
格
別
な
る
御
高
配
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、

学
生
及
び
教
職
員
の
保
健
管

理
に
関
す
る
専
門
的
業
務
を

行
い
、
心
身
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
の
施
設
と

し
て
昭
和
63
年
（
１
９
８
８

年
）
５
月
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
に
は
2
名

の
医
師
（
内
科
・
整
形
外
科
）

と
1
名
の
看
護
師
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
他
大
学
の
保
健

セ
ン
タ
ー
の
医
師
は
内
科
と

精
神
科
で
の
構
成
が
多
い
で

す
が
、
全
国
で
唯
一
の
国
立

体
育
大
学
で
あ
る
本
学
で
は

整
形
外
科
医
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
精
神
面
で
の

学
生
の
ケ
ア
も
手
厚
く
行
う

た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
は

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
非
常

勤
）
を
2
名
に
増
員
し
ま
し

た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
へ
は
毎
年
、

年
度
初
め
か
ら
多
く
の
学

生
が
就
職
活
動
や
大
会
登

録
、
教
育
実
習
に
必

要
な
健
康
診
断
証
明

書
を
求
め
て
訪
れ
る

た
め
、
4
月
初
頭
に

健
康
診
断
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
学
生
や
教
職
員

の
方
々
の
健
康
相
談

は
随
時
行
っ
て
お

り
、
健
康
相
談
以

外
で
の
セ
ン
タ
ー

利
用
も
含
む
と
、
昨

年
の
利
用
者
数
は
延

べ
４
７
７
１
名
で
し

た
。
少
人
数
で
す
が
、

【
学
内
共
同
研
究
教
育
施
設
だ
よ
り
】

【
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
だ
よ
り
】

鹿
屋
体
育
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介

　
セ
ン
タ
ー
所
長
：
安
田
　
修

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
は
学

生
、教
職
員
の
健
康
の
た
め
、

今
後
も
精
一
杯
の
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱ 

様
（
三
万
円
）

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
経

緯
や
大
会
に
か
け
る
思
い
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
講
演
に
併
せ
て
、
７

月
か
ら
９
月
に
か
け
開
催
さ

れ
た
組
織
委
員
会
主
催
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
説
明
会
」

に
参
加
し
た
職
員
及
び
学
生

か
ら
そ
の
報
告
が
行
わ
れ
、

職
員
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

概
要
、
申
込
み
に
関
す
る
説

明
が
あ
っ
た
後
、
学
生
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
募
へ
の
動

機
等
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
持
っ

た
」、「
一
生
に
一
度
の
チ
ャ

ン
ス
な
の
で
ぜ
ひ
応
募
し
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
貢
献
し
た

い
と
思
っ
た
」
と
の
感
想
が

聞
か
れ
、
非
常
に
有
意
義
な

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
講
演
会

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
報
告
会
を
開
催

　

11
月
５
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法

人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組

織
委
員
会
大
学
運
営
局
内
藤

拓
也
地
方
会
場
調
整
担
当
部

長
（
同
大
学
Ｏ
Ｂ
５
期
生
）

を
講
師
に
「
メ
ガ
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
こ
と
」

と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
72
名
の
学
生
・
教
職
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
講

演
会
は
、
学
内
で
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
理
解
と
機
運
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
企

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
講
演

は
、
開
催
ま
で
2
年
を
切
っ

た
競
技
日
程
・
会
場
等
の
概

要
説
明
を
交
え
な
が
ら
、
内

藤
氏
自
身
が
メ
ガ
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
東
京

講演いただいた内藤氏

スポーツ・武道実践科学系
助教　村上　俊祐

◆
ご
挨
拶

　

9
月
1
日
付
で
コ
ー
チ
ン

グ
学
（
テ
ニ
ス
）
の
助
教
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
村

上
俊
祐
（
し
ゅ
ん
す
け
）
で

す
。
私
は
鹿
屋
体
育
大
学
の

卒
業
生
（
19
期
）
で
、
大
学

卒
業
後
は
青
年
海
外
協
力
隊

員
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
で
、
そ

の
後
は
タ
イ
の
日
本
人
向
け

ス
ク
ー
ル
で
テ
ニ
ス
の
指
導

を
し
て
い
ま
し
た
。
実
践
を

続
け
る
中
で
、
知
識
や
経
験

の
不
足
を
感
じ
る
こ
と
も
多

く
、「
そ
う
い
え
ば
、
こ
ん

な
こ
と
先
生
が
言
っ
て
た

な
」
と
テ
キ
ス
ト
を
引
っ
張

り
出
し
て
学
生
の
頃
を
思
い

出
す
日
々
。
一
念
発
起
し
、

「
も
っ
と
勉
強
し
た
い
！
」

と
修
士
課
程
に
進
学
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
指
導
や
研
究

を
続
け
な
が
ら
、
本
学
で
開

催
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
科
学

を
学
ぶ
海
外
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
開
催
に
向
け
た
業
務
に

携
わ
り
（
国
際
ス
ポ
ー
ツ
ア

カ
デ
ミ
ー
事
務
局
）、
現
在

に
至
り
ま
す
。

　

講
義
を
は
じ
め
、
課
外
活

動
、
研
究
関
係
と
学
生
と
関

わ
る
こ
と
も
多
く
、
刺
激
的

な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

母
校
で
働
け
る
喜
び
を
感
じ

な
が
ら
、テ
ニ
ス
を
通
し
て
、

よ
り
人
生
が
豊
か
に
な
る
よ

う
な
働
き
か
け
が
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

学内行事1月
４日　冬季一斉休業
８日　授業再開
10日　卒業研究提出締切日（４年次）
15日　大学院学位論文提出締切日

18日　学位論文発表会
　　　（博士後期課程）（～ 2月 6日）
19日　大学入試センター試験
　　　（～ 20日）
21日　補講期間（～ 2月 1日）
26日　学位論文発表会（修士課程）
　　　学生宿舎餅つき大会

【陸上競技】
◆第3回九州学生陸上競技新人選手権大会
（10/13～14　長崎/島原市営陸上競技場）
▽男子
　走高跳 2位 石原　修太郎
　三段跳 3位 楢林　佳明
　やり投（0.800㎏）
 2位 倉内　亨
▽女子
　走幅跳　 2位 山本　渚
　三段跳　 3位 平井　香帆
　砲丸投（4.000㎏）
 3位 丹嶌　あやめ
　やり投（0.600㎏）
 2位 宮下　恵里花
◆第34回U20日本陸上競技選手権大会
（10/19～21　愛知/パロマ瑞穂スタジアム）
▽女子
　U20　800m 7位 仲道　彩音

【テニス】
◆平成30年度全日本大学対抗テニス王座決定試合
（10/10～14　愛媛/愛媛県総合運動公園テニスコート）
▽男子
　団体　　　ベスト8 鹿屋体育大学
▽女子
　団体　　　ベスト8 鹿屋体育大学

【女子バレーボール】
◆�平成30年度九州大学秋季バレーボール
女子ファイナルラウンド宮崎大会

（10/25～28　宮崎/北川体育館）
▽女子
 1位 鹿屋体育大学

【体操競技】
◆第61回九州学生体操競技新人大会
（10/13～14　沖縄/沖縄県総合運動公園体育館）
▽男子
　団体 1位 鹿屋体育大学A
　個人総合 1位 安田　健人
 2位 中谷　至希
　種目別　ゆか 3位 福本　岳琉
　種目別　あん馬
 1位 金山　大和
 2位 安田　健人
 3位 高田　佑貴
　種目別　つり輪
 2位 長谷川　瑞樹
 3位 高田　佑貴
　種目別　跳馬 1位 長谷川　瑞樹
　種目別　平行棒
 1位 高田　佑貴
 2位 中谷　至希
 3位 安田　健人
　種目別　鉄棒 1位 原口　幸大
 3位 安田　健人
▽女子
　種目別　平均台
 2位 碩山　莉穂

【ヨット】
◆九州学生ヨット選手権大会（団体戦）
（10/6～8　福岡/福岡市立ヨットハーバー）
　国際スナイプ級
 2位 鹿屋体育大学

【漕艇】
◆第96回全日本選手権大会
（10/25～28　埼玉/戸田ボートコース）
▽女子
　ダブルスカル 2位 四方・谷口

【自転車競技】
◆2018　ACCトラックアジアカップ
（10/5～7　タイ/フアマークベロドローム）

10月

▽女子
　オムニアム 4位 橋本　優弥
　ポイントレース
 1位 橋本　優弥
◆South　East　Asian　GP
（10/10～11　マレーシア/Malaysia　
National　Velodrome）
▽女子
　オムニアム 4位 橋本　優弥
◆�平成30年度第53回全国都道府県対抗自
転車競技大会

（10/15～16　茨城/取手競輪場）
▽男子
　チームスプリント
 1位 岸田　※
　１㎞タイムトライアル
 3位 岸田　剛
※は他団体選手との出場を示す。
◆2018ジャパンカップサイクルロードレース
（10/20　栃木/宇都宮市大通り周回コース）
▽男子
　オープン 2位 冨尾　大地
 6位 重満　丈
◆UCI　Track　Cycling　World　Cup　Ⅱ
（10/26～28　カナダ/ミルトン）
▽女子
　チームパーシュート
 7位 橋本　※（日本）
※は他団体選手との出場を示す。

◆�第54回全日本学生自転車競技トラック
新人戦・西日本大会

（10/28　大阪/岸和田競輪場）
▽男子
　ケイリン 1位 真鍋　智寛

【ウインドサーフィン】
◆�The　Professional　Windsurfers　
Association　World　Tour　2018

（5月～10月　日本・韓国・スペイン・ドイツ）
▽男子
　メンズ　フォイル
 1位 穴見　知典

　　　　　（年間ユースチャンピオン）
◆クロスオンCUP2018
（10/21　福岡/福岡県福津市西福間　福間海岸）
　テクノ293クラス
 2位 渡邊　純菜
◆�全日本学生ボードセーリング選手権九
州支部新人戦

（10/21　福岡/福岡県福津市西福間　福間海岸）
▽女子
　テクノ293クラス　レディース
 1位 土屋　菜海
 2位 手嶋　衿菜

★�第73回国民体育大会の成績は、蒼
天№332号（11月号）にてご紹介し
てあります。


